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（１）特定保健用食品（トクホ）は、健康の維持増進に役立つこ

とが科学的根拠に基づいて認められたものである。すなわち、身

体の機能や働きに影響を与える成分を含み、その摂取によって、

例えば「血圧を正常に保つことを助ける」、「血中コレステロー

ル値を正常に保つ」あるいは「おなかの調子を整えるのに役立つ」

といった保健機能が期待できる旨の表示が可能となった食品であ

る。“食品”でありながら健康への働きを具体的に表示すること

を国が許可した世界で初めての食品である。

（２）ただ、特定保健用食品として消費者庁許可のマークを付け

て食品を販売するには、その表示について食品ごとに（個別に）

食品の有効性や安全性について国の審査を経て、消費者庁長官の

許可を受けなければならない（健康増進法第２６条第１項）。

（３）特定保健用食品の具体例は、例えばかつお節オリゴペプチ

ドや酢酸を含む「血圧が高めの方に適する食品」、豆鼓（トウチ）

エキスを含む「血糖値が気になる方に適する食品」、またＥＰＡ

／ＤＨＡを含む「コレステロールが高めの方に適する食品」など

がある。
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（４）一方、機能性表示食品は、事業者の責任において、科学的

根拠に基づいた機能性を表示した食品である。販売前に安全性及

び機能性の根拠に関する情報などが消費者庁長官へ届け出られる

必要があるものの、特定保健用食品とは異なり、食品の有効性や

安全性について国の審査を経たものでなく、また消費者庁長官の

個別の許可を受けたものではなく、商品に消費者庁許可のマーク

を付けることもできない。
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